【第1号議案】

NPO法人障がい者自立センターかまいし　令和3年度事業報告
(令和3年4月～令和4年3月31日)

　1　事業の成果
令和3年度は法人全体としては、利用者・家族、職員など感染予防を徹底して頂いたおかげで、新型コロナウイルスの影響も少なく概ね安定した事業運営を行うことが出来た。
　　法人での主たる事業である「まりん」（生活介護事業）は、利用者が定着している中で新たな利用者も微増で、コロナ禍での活動を工夫しながら制限のある中での安定経営が行われた。また、もう一つの主軸事業の放課後等デイサービス「ライトハウス」も通年を通して利用する児童が居り、子どもたちの居場所が確保され、多くの家族の就労支援につながっている。
　　フルセイル平田（共同生活援助事業）では地域生活を維持していきたい方たちの受け皿となり、途中、数名は入退院をすることが見られたが、医療機関や他の福祉サービス事業所と連携し支援にあたることが出来た。利用希望者の相談を受け、新年度から定員を6名から9名に変更を準備を勧めている。
　　ヘルパーステーション海渡（居宅介護事業）については、運営上は厳しいものの、新たな支援希望者が増えている現状で、地域からも利用者からも認知が進んでいる事業となり、在宅生活の維持の一助となっている。
　　相談支援は、対象児者とも変動はあるが、総体的な人数は横ばいで本人や家族のニーズの最前線で、法人運営上の参考となっている。












２　事業の実施に関する事項
（1） 特定非営利活動に係る事業
1 障がい者支援のためのボランティア活動事業
　　・具体的な事業内容
　　　買物、代読、代筆、書類提出などを本年度も行った。　　　
　　・実施日時
　　　買物等日常生活に関わる支援は、ご希望により適宜行った。
　　・実施場所
　　　市内のスーパーでの買物や、書類の代読、代筆、提出などの便宜を図った。
　　・従業者の人数
　　　　８人
　　・受益対象者の範囲及び人数
　　　市内におられる障がい者の方々　５人
　
2 自立生活支援事業
　　・具体的な事業内容
　　　日中活動利用者の方々が、それぞれに相応しい自立生活に思いを向けられるような取り組みを、日々の活動の内に心がけている。
3 障がい福祉サービス及び介助者派遣事業
　　・実施日時
　　　日曜を除く毎日、ただし希望によっては日曜も稼動した。
　　・実施場所
　　　主たる事業所「まりん」、「ライトハウス」、「海渡」、「フルセイル」
　　・従業者の人数
　　　１9人

4 車いす無料貸し出し事業
　　・具体的な事業内容
　　　地域で一時的に車いす利用が必要な方々に、無料で貸出を行った。
　　・実施日時
　　　適宜行った。
　　・実施場所
　　　主たる事業所
　　・受益対象者の範囲及び人数
　　　地域の方々　２人

●具体的な事業内容
　
〇生活介護事業所まりん
（地域活動支援センター事業(Ⅱ型）、日中一時支援事業を含む)
事業は利用対象児者に沿って、生活介護事業、地域活動支援センター事
業Ⅱ型、日中一時支援事業の３つの事業を継続して行った。 
日中一時支援事業では、小中高児童生徒が放課後や長期休業時に定期に利用されている。前年度まで毎日利用されていた支援校高等部の３名の生徒が卒業を迎えたことで、今年度は日中一時の延べ利用者数は減少したが、そのうちの２名は生活介護の利用へと切り替わり、引き続き当事業所を利用されている。
成人の方々はまりんの隣家の「うみねこ工房」での創作活動を行ったり、入浴や調理、レクリエーション活動などを行っている。今年度もコロナ禍での活動ということでイベントへの参加や、市街への外出が例年通りのようには出来ずまりん内での活動が主となってしまったが、利用者のみなさんの工夫でニュースポーツを多く取り入れて体を動かしたり、畑活動をしたりと毎日楽しく活動できている。
まりんとしての職員配置では令和3年4月より生活支援員1名を採用し、試用期間を経て7月より常勤職員となっている。また山﨑耀樹（施設長）が10月末付で自己都合による退職となった。それに伴い7月1日より藤原朋子が施設長兼サービス管理責任者となっている。
 
　まりん　利用者実人数／延べ人数　　　　　　　　　　　
	事業名
	地域活動支援センター
	日中一時支援
	生活介護

	2020年度
	9／464
	10／1,382
	21／2,616

	2021年度
	10／449
	9／899
	24／2,995


 









○ヘルパーステーション海渡
（居宅介護、重度訪問介護、同行援護、行動援護）
令和3年7月1日より管理者兼サービス提供責任者として三浦陽介を配置した。4つの事業を継続して行ったが令和3年度中、重度訪問介護の利用はなかった。居宅介護について前年度より利用数増加となった。利用の割合は家事援助、通院同行、身体介護の順で多くなっている。長時間の支援が必要なる重度訪問介護に対して、比較的短時間の支援に限られる居宅介護に比重が多くなったと予測される。同行援護は、月1回程度のまりん利用者の通院同行が主になっている。定期利用以外の利用申し出については、同行援護ヘルパーの人数が現在2名ため、対応が難しい場合が多く、利用をお断りすることがあった。
行動援護事業については3年度前半にわずかに利用があったが、利用者の施設入所が決まってからは、それ以降の利用実績はない。またサービス提供責任者の行動援護の資格要件が失効していたが、令和3年10月、12月の強度行動障害支援者養成研修を修了し、要件の条件を満たしている。

海渡　利用者実人数/延べ人数　　　　　　　　　　　　　　　　　
	
	
	４月
	5月
	6月
	7月
	8月
	9月
	10月
	11月
	12月
	1月
	2月
	3月

	2020
R2年
	居宅
	9/18
	7/14
	8/33
	11/40
	8/31
	9/26
	9/27
	8/27
	7/36
	9/32
	9/27
	9/39

	
	重訪
	1/2
	1/1
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	
	同行
	2/3
	2/3
	2/3
	3/4
	2/5
	1/1
	1/1
	1/1
	1/1
	2/2
	1/2
	1/1

	
	行動
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	1/6
	2/2
	0
	0

	2021
R3年
	居宅
	13/57
	13/53
	15/66
	15/49
	13/58
	14/65
	14/72
	13/65
	16/70
	16/74
	16/68
	16/81

	
	重訪
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	
	同行
	1/3
	1/2
	1/4
	2/2
	1/1
	0
	1/1
	2/2
	0
	1/1
	1/2
	1/1

	
	行動
	1/1
	1/1
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0



合計実人数/延べ人数
	事業名
	居宅
	重訪
	同行
	行動

	2020年度
	103/350
	2/3
	19/27
	3/8

	2021年度
	162/778
	0
	12/19
	2/2






〇フルセイル平田（共同生活援助事業）
令和3年7月1日より管理者として佐々木悦子を配置。
利用者については、令和3年10月より新たにＳさんが入居。前年度に体験利用していたが、その後満床となり入居できずにいたが、1名の利用者の遠野GHへの転居が決まり、空き室が発生したことから正式に入居となった。 現在、日中はまりんを利用しながら歯科・厚生病院に通院しながら過ごしています。また、1月よりKさんが家の事情で、緊急的措置として制度外(実費)利用していたが、令和4年4月より正式に入居となった。
支援状況としては、世話人として開所当時からお手伝いして頂いた3名の世話人がそれぞれの諸事情により退職となり、新しく２人の世話人を雇用した。食事について世話人の負担軽減と栄養バランスやカロリーを考慮し、（株）三晶の食材配達サービスを利用するようにしたが、 利用者からは一部反対意見もあった。また、委託先の業者の廃業に伴い現時点で世話人によるメニューの提供を行っており、今後の提供の仕方の検討が必要となっていたが、6月より新たな業者のカメイ株式会社三陸支店を利用することとなった。
誕生会についてコロナの影響で以前のように外食はできないため、誕生月の利用者のリクエストを聞いて、料理を提供している。

フルセイル利用者実人数/延べ人数　　　　　　　　　　
	
	４月
	5月
	6月
	7月
	8月
	9月
	10月
	11月
	12月
	1月
	2月
	3月

	2021（R2）
	5/143
	5/155
	5/150
	5/155
	5/151
	5/150
	6/160
	6/180
	6/180
	6/183
	6/168
	6/185

	2022（R3）
	6/146
	6/180
	6/180
	6/180
	6/180
	6/155
	6/165
	6/180
	6/186
	6/186
	6/151
	6/155



合計実人数/延べ人数
	事業名
	共同生活援助

	2020年度
	66/1960

	2021年度
	72/2060










〇ライトハウス
（１）地域活動支援センターⅡ型　
　　　　実利用数は大きく変化はないですが、定期的に利用されている方になります。利用形態が多様化してきており、各々自分のペースで利用されている状況です。その為、児童の長期休みになると利用を控える傾向にあります。また、定期利用の希望の会が長期休みに感染予防で密をさけた事もあり、延べ利用者数が減っていますが（長期休みの期間平均月４回が月２回）、
　一人一人の希望を伺いながら受け入れを行っています。
	　　　　　　　　
	利用実数
	延べ利用者数

	2020（R2）
	10
	261

	2021（R3）
	9
	204



（2） 日中一時支援（障害児タイムケア）
利用児の傾向としては、令和２年度は市立小学校の児童と支援学校の児童が半分ずつ利用していたものが、令和３年度は市立小学校の児童が増え、利用実数11名のうち8名は市立小学校の児童になっています。その為、支援学校を含め6カ所の学校へ送迎に行くこともあります。また、不登校児の居場所として利用する事がでてきました。　　　　
中・高学生の利用については支援学校の生徒になっており、他事業所との併用利用が主となっています。未就学児の利用については4名が小学校に入学し、他の児童も通園している事で利用の回数が減りました。しかし、その都度、保護者の希望を聞きながら受け入れを行っています。また、小学生以上は日中一時から放課後等デイサービスへサービスの形態を変えての利用になってきています。
	　　　　　　　　　　　　　
	利用者数
実　/延べ
	利用内訳

	
	
	未就学児
実　/延べ
	小学生
実　/延べ
	中学生
実　/延べ
	高校生
実　/延べ

	2020（R2）
	34/1801
	10　/235
	18　/736
	4　/464
	2　/366

	2021（R3）
	20/314
	5　/85
	11　/132
	3　/20
	2　/77



（3）放課後等デイサービス　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　令和３年１月から保育士を採用しサービスを再開、１年間活動してきました。職員配置は、管理者兼児童発達支援管理責任者に大関をおき、佐々木、早坂の２名を支援員として配置した事で、配置基準を満たし、時間外の受け入れに対しての延長支援加算を請求しています。対象が７名でしたが、１０名に増えています。さらに親が共働き・シングルで働いている児童は12名から14名に増え、今後も親が働いている児童の利用が増える事が考えられます。
また、市立小学校（双葉・甲子・小佐野・釜石）の送迎に関しては、支援学校より送迎数が増えており、甲子小については学童を併用利用する事で時間の調整に協力を頂きながら対応していますが、学年変更などによる下校時間変更も含め引き続き検討が求められます。
さらに、支援学校中学・高等部の利用生徒については、将来的な事を考えながら、他事業所（大人のいる事業所）の利用にシフトしていける様に保護者との相談等も行い、2名がまりんの利用をしています。
活動については、感染予防に努めながら、施設外での活動（買い物・散歩・運動等）も行いました。また、iPadを活用しプログラミング教室に取り組みました。年齢や学年、下校時間を考慮し、活動場所や時間帯を分けて行ったり、みんなで一緒に取り組む活動等取り組み方を工夫しながら活動しました。
　　　　　＊参考：令和2年度１月～３月　放デイ収入2,948,870円
　　　　　　　　　　　　　　　　　のべ400人利用　延長支援加算57，110円
　　　　　　　　　令和3年度1月～3月　放デイ収入3,705,410円
　　　　　　　　　　　　　　　　　のべ473人利用　延長支援加算82,410円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	
	利用児数
実　/延べ
	小学生
実　/　延べ
	中学生
実　/　延べ
	高校生
実　/　延べ

	2019（H31R1）
	8　/444
	4　/93
	4　/351
	

	2020（R２）
	17　/397
	12　/205
	4　/132
	1　/60

	2021（R3）
	19　/1838
	13　/1121
	4　/336
	2　/381


（4）自主事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	
	あんぱんまん広場
	絵本読み聞かせ
	お泊り会

	
	回数
	実人数
	延べ人数
	回数
	延べ人数
	回数
	実人数

	2020（R2）
	35
	2
	25
	5
	37
	0
	0

	2021（R3）
	0
	0
	0
	
	
	0
	0


　　　　・現在、本の読み聞かせは開催を見合わせている。
　　　　・あんぱんまん広場を以前利用していた利用児が、９月からタイムケアにて定期利用している。

〇相談支援事業所ライトハウス
　　　　今年度も児童から成人までの計画相談支援・障がい児を約110名前後を担当し収入に関しては概ね目標に沿った事業となる。
　　　　担当する計画相談の傾向としては以下のような特徴が見られる。
児童では、支援学校在籍児から徐々に市立小学校の支援学級や通常級の在籍児が増えてきており、その部分で受け皿となる事業所との調整が必要となってきている。
　　　　また、成人では家族の高齢化、本人自身の高齢化や病気等の進行からサービス利用の変更や複数のサービスを併用する形で生活を維持する傾向が増えてきたように感じる。
　　　　上記のため、それぞれ対象となる児童も成人も複数の機関が関わることが増え調整などのケースが増えている。
　
	
	計画相談支援件数
	障がい児相談支援件数
	合計

	2020年度
	19件
	17件
	36件

	2021年度
	19件
	15件
	34件





３　　事業費の金額
　　　63,169,000円　（総支出－管理費）


